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不明水とは

1.不明水とは

 分流式下水道の汚水施設に流入し問題となる浸入水

は、一般に不明水と呼ばれる

 不明水は雨天時浸入水、地下水（晴天時における常

時浸入地下水）および、その他不明水（無届での地下

水利用排水、上下水道系からの漏水分の流入、農業

用排水の浸入等）に分類される
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従来の調査手法

2.従来の手法

 問題のあるエリア（部分）だけ調査する

 流量計を用いた方法で精度は高いが費用がかかる

 費用が高いので少数箇所、短期間しか調査できない

 スクリーニングの手法としては不向き

従来対策イメージ（5箇所×2ヶ月間計測）
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3.新技術紹介

 従来の水位計や流量計に代えて、最近、世界市場に

登場してきた安価な圧力チップ型水位データロガを用

いた、スクリーニング調査

 この方法によれば、これまで予算的な問題で手をつけ

られなかった、不明水対策、雨水管理、合流改善対策

を俯瞰レベルでのスクリーニングが実現可能

不明水スクリーニングとは

左：大気圧力チップ 右：圧力水位チップ
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3.新技術紹介
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不明水スクリーニング

 処理区・排水区規模（分母を押さえる）

 圧力水位チップ：数１０～数１００箇所×豊水期1か月以上

 大気圧チップ：数箇所×同上同期間

 アメダスデータまたは雨量計による雨量観測

 圧力チップを使った地下水位調査

(主要ルートの複数箇所)

 面速式流量計や流速計を使って、代表的な水位における

平均流速を計測し、マニングの平均流速公式から粗度勾配

係数を計算し、流量の自動計算

 水位(流量)データの自動計算

 日量単位の簡易不明水自動計算(オプション)

スクリーニングマップイメージ
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水位計測用圧力チップ

4.製品紹介

 完全防水型の絶対圧データロガ

 スクリーニング用に開発された経済性

 １分データで１ヶ月間以上の計測可能

 独自の流線形状で動圧を軽減

 ばら撒く感覚の現場設置

 センサ交換だけの点検作業

圧力チップ+ワンタッチマウント（小口径管用）
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大気圧計測用圧力チップ

4.製品紹介

 ゲージ圧（絶対圧-大気圧）計算用

 ゲージ圧から水位を計算

 計測区域全体で１～数か所設置

（約１５km円に１箇所設置）

大気圧計測用圧力チップ
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水位計測用圧力チップ仕様

4.製品紹介

 仕様

圧力センサ ダイヤフラム圧力式

材質 ステンレス鋼およびデルリン樹脂

計測範囲 0～10ｍ
精度 誤差：最大±1cm（平均±5mm）R.S.

分解能 ±0.6mm
電池の種類 3.6V（リチウム）
電池の寿命 約2年(1分ピッチ測定)

使用可能環境 -20～80℃
メモリ 不揮発性フラッシュメモリ

最大読込 64,000個、水深と温度
通信方法 USB，RS232，SDI12
通信速度 3分（64000個）

寸法 長さ100mm　径22.5mm

重さ 約250g

記録間隔 1秒～255時間
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5.成果品

収集データ

水位記録（時系列テキストファイル）
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5.成果品
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不明水の簡易定量オプション

 アメダスデータや地下水位データと組み合わ

せ、簡易ではあるが、日量単位の、雨水混入

比、晴天日平均流量、雨天時浸入水量、微

量なものを除く常時浸入水量・比、浸透浸入

水比などを定義に基づいて自動定量できる

 常時浸入水の定量では、温度計測値を利用

して、より細かい定量評価も可能である

 基本成果品は、流量(水位)と雨量の、加工を

していない時系列テキストファイルとチャート

 加工成果品は、日量単位で整理された雨水

混入比・雨天時浸入水・浸透浸入水比・常時

浸入水比などの、自動計算データ

基本成果品（チャート）と加工成果品（簡易計算データ）
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業務支援

6.今後の対応

 業務支援（現場応援、機材貸出、データ処

理（報告書作成）等）

 営業支援（販促資料準備、見積作成、同行

営業等）

 お気軽にご相談ください
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おわり

ご清聴ありがとうございました。


